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新しい年を迎えました。県南地区は暖冬とはいえ、お正月明けから雪との闘いに追わ
れる日々が続いています。寒い毎日ではありますが、各地区の子ども教室では、子ども
たちの元気な声が飛び交い、様々な楽しい活動が展開されていました。

冬季事業訪問より ～冬は友達！みんなで楽しく～

１／６「みんなで楽しく遊ぼうＤＡＹ」 １／１２「おはなし会＆糸電話づくり」

（湯沢市キッズステーション幡野） （横手市大雄子ども教室）

湯沢市では、総合的な放課後対策を推進するた 「おはなしはっぴぃ」によるおはなし会では、読み
め、放課後子ども教室「キッズステーション幡野」 聞かせや昔がたりが披露され、子どもたちは方言によ
と倉内団地児童クラブ「さくらっこ」が連携し、 る昔話を楽しんでいました。また糸電話づくりの活動
地区の子どもたちが交流し活動を楽しむ実践が行 では、教育活動推進員が子どもたちの様子をしっかり
われました。連携した取組は今回初めてです。 見取りながら活動が展開されていました。
子どもたちは、ダンスやボール遊び等でたっぷ 大雄地区では、平成15年度に独自に立ち上げた「大

りと体を動かし、体育館には大きな歓声が響いて 雄母親グループはんどはん
いました。活動には児童 ど」のメンバーのほとんどが、
クラブの卒業生や以前研修 教育活動推進員として活動し
に来たという大学生の参加 ているそうです。放課後児童
もあり、地域への広報を通 クラブや小学校の防犯教室を
して大人を巻き込みなが 手伝うなど、小さいコミュニ
ら、地域ぐるみで子どもた ティならではの強いつながり
ちを育てようとする気持ち がうまく機能しているように
が伝わってきました。 思えました。

子どもたちは、運営を手伝ってくれた高校生や大学生と仲良く談笑し、新たな出会いも楽しんでいる
ようでした。若い世代が子どもたちと一緒に活動する姿はほほえましく、地域にも元気を与えてくれるの
でしょう。こうした連携で広がるよさを皆で共有し、他地域にも波及してほしいと思いました。
また、我が子を見る目線で子どもたちを見守り、優しく声をかけてくださる教育活動推進員等や地域の

方々の姿からは、「地域の子どもは我が子と同じ」という熱い思いが伝わってくるようでした。

横手市わくわく子ども教室スタッフ研修会
横手市では、わくわく土曜教室のコーディネーターと

教育活動推進員を対象にした研修会を毎年行っていま
す。12月21日の研修会には、10教室のスタッフの方々29
名が参加しました。
元社会教育アドバイザーの石川喜美子先生による講話

では、「集団を動かす」というテーマで、教室運営の鍵
となる指導技術を詳しく教えていただきました。「活動

予定が見える」「子どもたちが自ら動けるような指示を出す」「活動を誉めてよ
さを認める」「自己肯定感を高める」等の内容は、わくわく子ども教室を運営す
るスタッフの方々にとってはタイム
リーなものでした。また、楽しさを 「いろいろな活動を子どもと一緒に楽しんでほしい。自分が楽
実感させるために、すぐできる風車 しいことは子どもも楽しいもの。子どもたちのガキ大将になって
づくりを通して具体的な指示の出し ほしい。」と熱く語る石川先生のお話に、釘付けとなったひとと
方を示され、教室運営にすぐ生かせ きでした。参加者の大きなうなずきも心強く思いました。
る技術を伝えておられました。
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リレーコラムリレーコラム ～家族を笑顔にする１０のヒント～

子どもたちの心の居場所は家庭であり、家族の存在は大きな支えとなります。温かい家庭のぬくもりの中
で育った子どもは、自分を大切にしますし、周りの人との人間関係も良好に築くことができます。
県教育委員会では、子どもたちの健やかな成長を願って、それぞれの家庭で取り組みたいことを「家族を

笑顔にする１０のヒント あきたのそこぢから！」としてまとめました。ここには、家庭で取り組みたいこ
とや心がけたい内容が示されており、県教育委員会のホームページにも掲載されています。
今回の通信から「あきたのそこぢから！」の項目毎に、４人の社会教育アドバイザーがコラムを担当しま

す。第１回目は、「あいさつ」についてです。

あ あいさつは「魔法のことば」! 「おはよう」から始まるすてきな一日

明るいあいさつ一言で心が通い、相手との距離も縮まります。「おはよう」
「こんにちは」「ただいま」・・・ 子どもがすすんで気持ちよくあいさつするよう、
家庭や地域で、親が手本を示しましょう。

☆ あいさつは、集団の中で人と人とがうまく関わっていくための出発点です。学校や地域社会で
交わすあいさつは、人と人とをつなぐ潤滑油にもなります。その第一歩が家庭でのあいさつです。
「おはよう」は新たな一日を始めようとする呼びかけであり、生活にメリハリを与えてくれます。

☆ 子どもは、親や祖父母が率先してあいさつしている姿を見て、あいさつの習慣を身に付けてい
きます。家庭で明るいあいさつが交わされていれば、下記の小学生の詩のように、自分自身もあ
いさつで幸せな気持ちになれるのではないでしょうか。家族の笑顔や明るい表情、あいさつは元
気の源です。今日という日がすてきな一日となるよう、気持ちのよいあいさつをかわしたいです
ね。笑顔であいさつをし合うことで得られる幸せな気持ちは、子どもの感性をさらに豊かなもの
にしてくれることでしょう。

☆ 家庭であいさつが自然に口からでてく
る子どもは、家庭の外でも気持ちよくあ
いさつし、周囲の雰囲気を明るく和やか
なものにしてくれます。それは、あいさ
つには相手の心を開かせる効果があるか
らなのではないでしょうか。あいさつす
ることで生まれるコミュニケーションは、
人間関係が希薄になってきた現代社会を
よりよく生きる上でのエネルギーにもな
ります。まさにあいさつは、心と心をつ
なぐ「魔法のことば」です。子どもの財
産として培っていきたいですね。

「おはよう」というと 目がさめる

「いただきます」というと おなかがすく

「いってきます」というと げんきになる

「ありがとう」というと きもちがいい

「ごめんなさい」というと ほっとする

「おやすみなさい」というと いいゆめみられる

あいさつってうれしいな

＜ある小学生の詩より(愛知県)＞

※学校報等で御活用ください。


